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コラボレーションとなるイベントを 2 回開催した。この 2 つの組み合わせのイベントは我々が初め
てではなく、京都大学の磯部洋明らによる先行事例がある[3]。磯部らの事例は天文学を専門とする
 
                
１ 日本教育大学院大学 学校教育研究科 
２ 東京大学 エグゼクティブ・マネジメント・プログラム 
３ 星槎大学大学院 教育学研究科 
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第一弾は、2014 年 8 月 27 日、3×3 Labo（東京都千代田区）内の触れる地球ミュージアムにおい
て開催した。触れる地球ミュージアム主宰の竹村真一氏[4]、および内田デザイン研究所[5]の協力を得
て、触れる地球ミュージアム内に展示中の内田繁氏デザインの茶室【受庵】にてとり行なった。茶
会では内田氏がデザインした宇宙をイメージした茶道具等も使われた。定員 16 名（1 回あたり 4 名
で回に対して 13 名の一般参加者と、関係者参加があった。アンケートの回収数は 17 名分であった。）
茶会のオープニングでは、竹村氏より「触れる地球」を使って、次のような茶道と地球の関係など
が説明された。 

























図）。定員 20 名（1 回あたり 5 名で 4 回）に対して、20 名の一般の一般参加者と、関係者等の参加
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3. アンケート結果等 
第 1 回、第 2 回「宇宙×茶会」のアンケート内容と結果（一部）は以下の通りである。 
 
図 3：アンケート内容 
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性別 男性 女性 未記入 
第 1 回 7 7 3 
第 2 回 9 9 2 
 
年齢 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 未記入 
第 1 回 0 4 2 2 5 3 0 1 
第 2 回 0 4 6 2 5 3 0 0 
 
設問 A 第 1 回 第 2 回 
３ 17 0 0 0 0 15 5 0 0 0 
４ 16 1 0 0 0 10 10 0 0 0 
５   0 4 13   1 7 12 
６ 9 8 0 0 0 11 9 0 0 0 
７ 11 5 1 0 0 12 7 0 1 0 
８ 13 3 1 0 0 12 7 1 0 0 
９ 15 2 0 0 0 13 6 1 0 0 
表 1：アンケート結果（設問 A） 
 









の興味関心を更に持った 約 68％など）と考えている。 
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第 1 回 第 2 回 ※NHK 放送技術研究所「感動語の分類」より引用 
0 0 胸がいっぱいになる、思わず涙、言葉にできない、ああ 
13 15 心が暖まる、癒される、安らぎ、ありがとう 
2 1 心にしみる、ジーンとする、切なくなった、感傷 
6 8 心を奪われる、すばらしい、綺麗、雄大、景色 
4 1 胸を打つ、感極まる、グッとくる、心が熱くなる 
4 1 興奮する、うぉー、気持ちが高鳴る、すごい 
3 10 心が躍る、共感、満足、ワクワクする 
2 1 歓喜する、嬉しい、達成、認められる 
0 0 背筋がゾッとする、驚愕、ありえない、息が詰まる 
0 0 やりきれない、つらい、打ち震える、無情 
2 1 心をわしづかみにする、鳥肌がたつ、迫力がある、ドキドキする 
5 3 目が覚める、衝撃を受ける、意外、聴いたことがない 
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浅見奈緒子・高梨直紘・鬼頭秀一 実践報告： 
     科学コミュニケーションの新たな可能性を探る試み～天文学と茶道～ へのコメント 
 
武田 康男（日本教育大学院大学 客員教授） 
 
「宇宙×茶会」の第 1 回、第 2 回とも参加させてもらった。これまでに聞いたこともなかった内
容の企画に、とても興味を抱いたからである。この企画は、「天文学」と「茶道」に関して、浅見氏
が自ら考えて融合させるという、非常に画期的な試みである。会場は、2 回ともかなり違う雰囲気
であったが、茶室の中は宇宙に関係した小物で飾られ、不思議な空間を体験できた。4～5 人ずつと
いう少人数の参加者たちは、約 40 分間この場を共有し、茶道に触れながら宇宙の話を聴くという、
とても贅沢な時間を過ごした。 
第 1 回は、ビルの室内に茶室をつくるという画期的な試みで、会場内でデジタルの地球の姿を見
たあと、異次元の世界に舞い込んだ気分になり、奥深い宇宙の旅に誘われるような演出であった。
第 2 回は、本物の茶室に入り、彗星の茶菓子などの凝った演出の中、現代天文学に引き込まれるよ
うな話を聴いた。 
科学のコミュニケーションは、プロジェクターの前で難しい話を聴くというスタイルが多いが、
一般の人に天文学を語るのに、こうして不思議な空間を共有しながら、心に響く伝え方ができるの
だと、とても感心した。参加者のアンケートからも、その成果が読み取れる。 
この企画を今後も進めていく上で、場所の確保やさまざま準備、そして協力する人が必要だと思
う。また、効果的な小物を自ら用意するなど、とても根気がいる作業も欠かせない。しかし、そう
した入念な準備と毎回違う味わいを創るという、とてもたいへんな取り組みを、浅見氏が気持ちよ
くやっていることに感動した。その意気込みが参加者たちに伝わり、充実した結果につながったの
だと思う。他の人にはできない貴重なこの催しを、今後も続けていただきたいと思う。そして、こ
の企画をもっとアピールし、さらに多くの人に体験してもらいたいと思う。 
